










5.要約 

北海道より九州にいたるセンター的産科施設の14施設において,昭和52年度に超音波断層

法が施行されていて出産した1250 例を対象として胎児異常発生に関する調査を行なった。

同時に超音波断層法を施行しなかった1250 例を蒐集したが,産科的条件が異なるためコン

トロール群として使用することができなかった。超音波断層法施行例における先天異常発

生率は 3.40%であった。また,妊娠 2,3ヵ月超音波断層法施行例における先天異常発生頻度

は 3.57%であり,妊娠 4ヵ月以降施行例のそれが 3.36%であることと比較して差のないこと

が明らかとなった。断層法施行妊娠月数と先天異常の種類との間にも関係がなく,超音波断

層法の施行により先天異常児発生の様相に変化が生じたという証拠は得られなかった。 


